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市 民 病 院 部
事 務 部 長 

総 務 部 長 
併三次市選挙管理委員会 
事  務  局  長 

平成２８年３月１５日３月三次市議会定例会を開議した。 

１ 出席議員は次のとおりである（２６名） 

 １番  岡 広小路    ２番 須 山 敏 夫    ３番 池 田   徹 

 ４番 新 家 良 和    ５番 福 岡 誠 志    ６番 鈴 木 深由希 

 ７番 澤 井 信 秀    ８番 小 池 拓 司    ９番 桑 田 典 章 

 10番 山 村 惠美子    11番 宍 戸   稔    12番 平 岡   誠 

 13番 小 田 伸 次    14番 林   千 祐    15番 岡 田 美津子 

 16番 齊 木   亨    17番 杉 原 利 明    18番 亀 井 源 吉 

 19番 保 実   治    20番 國 岡 富 郎    21番 大 森 俊 和 

 22番 竹 原 孝 剛    23番 久保井 昭 則    24番 伊 達 英 昭 

 25番 助 木 達 夫    26番 沖 原 賢 治 

２ 欠席議員は次のとおりである 

   な  し 

３ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２４名） 

  市    長  増 田 和 俊        副  市  長  高 岡 雅 樹 

  副  市  長  瀬 﨑 智 之        政 策 部 長  藤 井 啓 介 

          福 永 清 三        財 務 部 長  部 谷 義 登 

  地域振興部長  白 石 欣 也                花 本 英 蔵 

  福祉保健部長  日 野 宗 昭        子育て・女性支援部長  瀧 奥   恵 

  教   育   長  松 村 智 由        教 育 次 長  中 宗 久 之 

  建 設 部 長  上 岡 譲 二        水 道 局 長  坂 本 高 宏 

  市 民 部 長  森 本   純                山 本 直 樹 

  君 田 支 所 長  落 田 正 弘        布 野 支 所 長  沖 田 昌 子 

  作 木 支 所 長  加 藤 良 二        吉 舎 支 所 長  木 屋 繁 広 

  三良坂支所長  岡 本 一 彦        三 和 支 所 長  勝 山   修 

  甲 奴 支 所 長  内 藤 かすみ        監査事務局長  落 合 裕 子 

４ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  大 鎗 克 文        次    長  丸 亀   徹 

  議 事 係 長  才 田 申 士        政務調査係長  明 賀 克 博 

  政務調査主任  瀧 熊 圭 治 

 

産業環境部長
兼農業委員会
事 務 局 長 
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５ 会議に付した事件は次のとおりである 

日程番号 議案番号 件                名 

第 １  発言の取消しについて 

第 ２ 

 

議案第20号 

議案第25号 

 

議案第26号 

 

 

議案第27号 

 

議案第33号 

 

議案第34号 

議案第37号 

議案第38号 

議案第39号 

議案第40号 

議案第41号 

（総務常任委員長報告１１件） 

三次市職員の退職管理に関する条例（案）（原案可決） 

三次市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（案）（原

案可決） 

三次市移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例及び三次市移動

通信用鉄塔施設使用料徴収条例の一部を改正する条例（案）（原案

可決） 

三次市広島ふるさと村設置及び管理条例の一部を改正する条例

（案）（原案可決） 

三次市ブロードバンドひかり基金条例の一部を改正する条例（案）

（原案可決） 

ふるさと三次寄附条例の一部を改正する条例（案）（原案可決） 

過疎地域自立促進計画の策定について（原案可決） 

過疎地域自立促進計画の変更について（原案可決） 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（原案可決） 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（原案可決） 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（原案可決） 

第 ３ 

 

議案第21号 

議案第22号 

 

議案第23号 

議案第24号 

 

議案第32号 

 

（教育民生常任委員長報告５件） 

三次市三次地域交流館設置及び管理条例（案）（原案可決） 

三次市消費生活センターの組織及び運営に関する条例（案）（原案

可決） 

三次市こども医療費支給条例（案）（原案可決） 

三次市こども医療費支給条例の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例（案）（原案可決） 

スポーツ・文化みよし夢基金条例の一部を改正する条例（案）（原

案可決） 

第 ４ 

 

議案第28号 

議案第29号 

 

（産業建設常任委員長報告６件） 

三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）（原案可決） 

三次市リサイクルセンター設置及び管理条例の一部を改正する条例

（案）（原案可決） 
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日程番号 議案番号 件                名 

第 ４ 

議案第30号 

 

議案第31号 

 

議案第35号 

議案第36号 

三次市整備浄化槽設置及び管理条例の一部を改正する条例（案）

（原案可決） 

三次市特産物加工施設設置及び管理条例の一部を改正する条例

（案）（原案可決） 

市道路線の認定及び変更について（原案可決） 

工事委託契約の変更について（原案可決） 

第 ５ 

 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

議案第６号 

議案第７号 

議案第８号 

 

議案第９号 

議案第10号 

議案第11号 

議案第12号 

議案第13号 

 

議案第14号 

 

議案第15号 

 

議案第16号 

 

議案第17号 

 

議案第18号 

 

議案第19号 

 

（予算決算常任委員長報告１９件） 

平成28年度三次市一般会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市国民健康保険特別会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市診療所特別会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市介護保険特別会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市後期高齢者医療特別会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市土地取得特別会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市下水道事業特別会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市農業集落排水事業特別会計予算（案）（原案可

決） 

平成28年度三次市簡易水道事業特別会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市病院事業会計予算（案）（原案可決） 

平成28年度三次市水道事業会計予算（案）（原案可決） 

平成27年度三次市一般会計補正予算（第４号）（案）（原案可決） 

平成27年度三次市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案）

（原案可決） 

平成27年度三次市診療所特別会計補正予算（第１号）（案）（原案

可決） 

平成27年度三次市介護保険特別会計補正予算（第２号）（案）（原

案可決） 

平成27年度三次市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

（案）（原案可決） 

平成27年度三次市下水道事業特別会計補正予算（第１号）（案）

（原案可決） 

平成27年度三次市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（案）（原案可決） 

平成27年度三次市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）（案）

（原案可決） 
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日程番号 議案番号 件                名 

第 ６  行財政改革調査特別委員長報告 

第 ７  地方創生調査特別委員長報告 

第 ８ 報告第６号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

第 ９ 

議案第42号 

 

議案第43号 

 

議案第44号 

 

三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることにつ

いて（同意） 

三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることにつ

いて（同意） 

三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることにつ

いて（同意） 

第１０ 議案第45号 三次市公平委員会委員の選任の同意を求めることについて（同意） 

第１１ 

議案第46号 

 

議案第47号 

 

三次市公益通報審査会委員の委嘱の同意を求めることについて（同

意） 

三次市公益通報審査会委員の委嘱の同意を求めることについて（同

意） 

第１２ 

議案第48号 

議案第49号 

議案第50号 

人権擁護委員の候補者の推薦について（異議なし） 

人権擁護委員の候補者の推薦について（異議なし） 

人権擁護委員の候補者の推薦について（異議なし） 

第１３ 

発議第２号 

 

 

ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の合意内容についての情報公

開と国会における徹底的な検証・議論を求める意見書（案）（原案

可決） 

第１４ 
発議第３号 

 

自転車事故による被害者救済制度の創設を求める意見書（案）（原

案可決） 

第１５  三次市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について（採択） 
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平成２８年３月三次市議会定例会議事日程（第５号） 

 

                              （平成28年３月15日） 

日程番号 議案番号 件                名 

第 １  発言の取消しについて……………………………………………………227 

第 ２ 

 

議 20 

議 25 

議 26 

 

 

議 27 

 

議 33 

 

議 34 

議 37 

議 38 

議 39 

議 40 

議 41 

（総務常任委員長報告１１件） 

三次市職員の退職管理に関する条例（案）……………………………227 

三次市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（案）……227 

三次市移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例及び三次 

市移動通信用鉄塔施設使用料徴収条例の一部を改正する条例 

（案）………………………………………………………………………227 

三次市広島ふるさと村設置及び管理条例の一部を改正する条 

例（案）……………………………………………………………………227 

三次市ブロードバンドひかり基金条例の一部を改正する条例 

（案）………………………………………………………………………227 

ふるさと三次寄附条例の一部を改正する条例（案）…………………227 

過疎地域自立促進計画の策定について…………………………………227 

過疎地域自立促進計画の変更について…………………………………227 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について………………227 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について………………227 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について………………227 

第 ３ 

 

議 21 

議 22 

議 23 

議 24 

 

議 32 

（教育民生常任委員長報告５件） 

三次市三次地域交流館設置及び管理条例（案）………………………233 

三次市消費生活センターの組織及び運営に関する条例（案）………233 

三次市こども医療費支給条例（案）……………………………………233 

三次市こども医療費支給条例の施行に伴う関係条例の整備に 

関する条例（案）…………………………………………………………233 

スポーツ・文化みよし夢基金条例の一部を改正する条例（案）……233 

第 ４ 

 

議 28 

議 29 

 

議 30 

（産業建設常任委員長報告６件） 

三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）…………………234 

三次市リサイクルセンター設置及び管理条例の一部を改正す 

る条例（案）………………………………………………………………234 

三次市整備浄化槽設置及び管理条例の一部を改正する条例 
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議 31 

 

議 35 

議 36 

（案）………………………………………………………………………234 

三次市特産物加工施設設置及び管理条例の一部を改正する条 

例（案）……………………………………………………………………234 

市道路線の認定及び変更について………………………………………234 

工事委託契約の変更について……………………………………………234 

第 ５ 

 

議 １ 

議 ２ 

議 ３ 

議 ４ 

議 ５ 

議 ６ 

議 ７ 

議 ８ 

議 ９ 

議 10 

議 11 

議 12 

議 13 

 

議 14 

議 15 

 

議 16 

 

議 17 

 

議 18 

 

議 19 

 

（予算決算常任委員長報告１９件） 

平成28年度三次市一般会計予算（案）…………………………………235 

平成28年度三次市国民健康保険特別会計予算（案）…………………235 

平成28年度三次市診療所特別会計予算（案）…………………………235 

平成28年度三次市介護保険特別会計予算（案）………………………234 

平成28年度三次市後期高齢者医療特別会計予算（案）………………235 

平成28年度三次市土地取得特別会計予算（案）………………………235 

平成28年度三次市下水道事業特別会計予算（案）……………………235 

平成28年度三次市農業集落排水事業特別会計予算（案）……………235 
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平成28年度三次市病院事業会計予算（案）……………………………236 

平成28年度三次市水道事業会計予算（案）……………………………236 

平成27年度三次市一般会計補正予算（第４号）（案）………………236 

平成27年度三次市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

（案）………………………………………………………………………236 

平成27年度三次市診療所特別会計補正予算（第１号）（案）………236 
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（案）………………………………………………………………………236 
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（第１号）（案）…………………………………………………………236 
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第 ６  行財政改革調査特別委員長報告…………………………………………241 

第 ７  地方創生調査特別委員長報告……………………………………………242 
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            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ――開議 午前１０時 ０分―― 

○議長（沖原賢治君） 皆さんおはようございます。 

   視聴者の皆様には、御視聴いただきまして、まことにありがとうございます。 

   本日は３月定例会最終日であります。 

   各委員会審査の報告と採決及び追加議案等の審議を行います。 

   ただいまの出席議員数は26人であります。 

   これより本日の会議を開きます。 

   本日の会議録署名者として、岡田議員及び齊木議員を指名をいたします。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１ 発言の取消しについて 

○議長（沖原賢治君） 日程第１、発言の取消しについてを議題といたします。 

   新家良和議員から、３月２日の会議における発言について、その内容が不適切であったため、

会議規則第64条の規定により、お手元に配布のとおり発言を取り消したいとの申し出がありま

した。これを許可することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって、新家良和議員からの発言取り消しの申し出を許可することに決定しました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第２ 総務常任委員長報告１１件 

        議案第２０号 三次市職員の退職管理に関する条例（案） 

        議案第２５号 三次市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（案） 

        議案第２６号 三次市移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例及び三次市移 

               動通信用鉄塔施設使用料徴収条例の一部を改正する条例（案） 

        議案第２７号 三次市広島ふるさと村設置及び管理条例の一部を改正する条例 

               （案） 

        議案第３３号 三次市ブロードバンドひかり基金条例の一部を改正する条例 

               （案） 

        議案第３４号 ふるさと三次寄附条例の一部を改正する条例（案） 

        議案第３７号 過疎地域自立促進計画の策定について 

        議案第３８号 過疎地域自立促進計画の変更について 

        議案第３９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

        議案第４０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

        議案第４１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

○議長（沖原賢治君） 日程第２、議案第20号三次市職員の退職管理に関する条例（案）外10議案

を一括議題といたします。 
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   議案11件について、総務常任委員長の報告を求めます。 

   （総務常任委員長 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井総務常任委員長。 

〔総務常任委員長 亀井源吉君 登壇〕 

○総務常任委員長（亀井源吉君） 皆さんおはようございます。 

   今期定例会において総務常任委員会に審査付託となりました議案11件について、その審査の

経過と結果を御報告申し上げます。 

   本委員会では、去る３月３日に委員会を開催し、担当部長等の出席を求め、慎重に審査いた

しました。 

   議案第20号三次市職員の退職管理に関する条例（案）外議案11件については、審査の結果、

いずれも全員一致をもって原案のとおり可決してよいものと決しました。 

   審査の過程において各委員から述べられた指摘及び意見などの状況について、その主なもの

を申し上げます。 

   議案第25号三次市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（案）は、条例中第４条

に、市立三次中央病院院長の定年を延長させようとするものがあるが、市立三次中央病院の長

期的な安定経営を図るために、地方公営企業法全部適用や地方独立行政法人も視野に入れた経

営形態の検討や病院長を初めとする優秀な医師の確保・育成等医療提供体制の充実に努められ

たい。 

   議案第33号三次市ブロードバンドひかり基金条例の一部を改正する条例（案）は、三次市と

株式会社三次ケーブルビジョンの設備の管理・更新に関する役割や負担領域に基づく計画性を

持った基金運営に努められたい。 

   以上、述べました事項のほか、委員会審査において各委員から述べられた指摘及び意見につ

いても、今後十分に反映していただくよう要望し、委員長報告を終わります。 

○議長（沖原賢治君） ただいまの委員長報告に対する質疑を願います。 

   （４番 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 新家議員。 

○４番（新家良和君） 総務常任委員長報告について、議案第25号三次市職員の給与に関する条例

等の一部を改正する条例（案）について、何点か御質問したいと思います。 

   この条例改正案は、13の条例について、その改正をするように提案されておりますけども、

第４条の三次市職員の定年等に関する条例の一部改正について、具体的には、市立三次中央病

院の病院長の定年を65から68歳に引き上げる内容でございます。委員長報告の中に余り詳しく

記載されてございませんので、この中から少しお伺いしたいんですが。 

   まず１点目は、この条例改正案を、なぜ今期定例会で上程されたのか。上程されるタイミン

グといいますか、時期について、どのような説明が執行部からなされたのか、お伺いをします。 

   ２点目に、既に65歳の定年に達し、地方公務員法の特例措置によって、１年ごとの契約更新

を３回行っておるという説明がございましたが、このことについて、今期定例会で私は初めて
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内容を聞かされました。今まで定年に達して１年ごとの契約更新を行い、３年間延長したこと

について、議会なり常任委員会に説明がなかったのはなぜか、どのように委員会の中で説明が

あったか、お願いをしたい。 

   最後ですけども、３点目に、現病院長の定年に対して、すなわち65歳の定年、さらに延長し

て68歳に達している今日において、この間に、もちろん定年年齢以前の話だと私は理解するん

ですが、後継者の問題について、執行部がどのように考えておったのか、その、また考え方を

委員会としてただしたのかどうか、以上３点についてお伺いしたいと思います。 

   （総務常任委員長 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井総務常任委員長。 

○総務常任委員長（亀井源吉君） ３点について御質問いただきました。 

   なぜ今期出されたのかというタイミングの問題であると思うんですが、このことについては

多くの議論が集中しております。その中では、やはり今まで努力をしたが、見つからなかった

と。端的に言えば、そういうことだと思います。そして、やむを得ず今期定例会へ出されたと

いうことだと思います。 

   それから、65歳は特別措置において１年刻みの更新であったのを、これまで議会に説明がな

かったじゃないかということですが、このことについても質疑はありましたが、特に大きな意

見はありませんでした。 

   それから、後継者を探していたのかというような質問であったと思うんですが、後継者も探

していたという御答弁もあっております。 

   （４番 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 新家議員。 

○４番（新家良和君） 今、委員長のほうから説明があったんですけども、私は、条例改正案に対

して基本的に反対する立場ではないんですが、議案提案として議会に提示する、やはりタイミ

ングがおかしいと思うんです。本来の定年は65歳なんです。したがって、65歳になる前に定年

延長を条例改正案として提案をして、それから自動更新で３年間延長されるのが本来の筋であ

ると思うんですけども、そういった意味の説明というのは執行部からなかったのかどうか。 

   また、仮に今回この条例案が仮に否決されるとすると、現行制度で言うと、病院長の延長し

た定年年齢も68歳で過ぎるわけですから、この３月末で退職ということにつながると思うんで

すね。そういった意味からも、このたびの、この３月定例会に提案されることは、もし最悪の

事態を考えるのであれば、タイミング的には適切ではない。やはり65の本来の定年に達する前

に、この条例案を改正して、それから68歳になっておれば、当然３年間はまた延長できますし、

仮にそこでだめであっても自動延長が可能である。 

   それと、後継者の育成については、やはりその３年間見つからなかったということでござい

ましたけども、やはり将来的な病院経営を託する病院長の存在というのは極めて重要な立場に

あるわけですから、後継者の問題については、やはり定年年齢との関連を見て、しっかりとや

っていただかなくてはいけないと思うんですが、その辺について委員会で何かコメントがあれ
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ば、お願いしたいと思います。 

   （総務常任委員長 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井総務常任委員長。 

○総務常任委員長（亀井源吉君） 再度の質問でタイミングの問題の話がありましたが、確かにタ

イミングの問題については多くの意見があっております。しかし、この延長は病院長を雇うた

めの、探す努力はしていたが、新しい院長について、なかなかめがねにかなった人がいないと

いうような答弁であったと思います。また、中央病院の経営安定のためには、ぜひともこの延

長が必要であるということであったと思います。 

○議長（沖原賢治君） ほかに質疑はありますか。 

   （４番 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 新家議員。 

○４番（新家良和君） 忘れておったわけじゃなくて、今のタイミングの問題ですけども、65歳に

なる前に提案がなされるのが本来の筋であると思うんですけども、その辺について少し論議は

されたということでしたが、結果的には委員会の解釈と執行部からの説明との論点のかみ合い

といいますか、その辺はどのようにおさまったのか、再度確認させてください。 

   （総務常任委員長 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井総務常任委員長。 

○総務常任委員長（亀井源吉君） 委員会と執行部とのかみ合い、意見の一致が見られたのかとい

うことであったと思うんですが、最終的には、今後も安定的な経営を確保していきたいという

ことの一言に尽きるんだと思います。 

   具体的には、いろいろな話が出ておりますが、適任かつ優秀な人材を雇用し、安定的な雇用

を図りたいとか、独立行政法人の全部適用をするべきであるとか、あるいは一部、ということ

に対して、一部適用で対応したいというようなことも言われております。 

   それから、先ほどの質問で答弁しておりませんが、多分、院長が不在の場合にはどうするべ

きだったかということですが、そのときには、やはり副院長もおり、それぞれの役職の人もお

られるということで、対応はできるんだという答弁であったと思います。 

○議長（沖原賢治君） ほかに。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

○２２番（竹原孝剛君） 総務委員長報告の中にあります、地方公営企業法全部適用や地方独立行

政法人も視野に入れた経営形態の検討というふうに書いてありますが、公立病院のあり方とし

て、市民の命、健康を守っていくということが第一義的だと思うんです。この全適や地方独立

法人も、経営を主たる目的で、こういうふうに経営形態を変えたらどうかという提案だと思う

んです。 

   今の三次市とすれば、一部適用で公立病院のあり方の、市民の命をちゃんと守っていく、健

康を守っていくという方向であると思うんです。あえて、ここに全適や独立行政法人にしたら
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どうかというような提案に検討というようなことも書いてありますが、それでは市の責任が薄

れてしまうと思うわけでありますが、ここに至った経過についてお尋ねをしたいと思います。 

   （総務常任委員長 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井総務常任委員長。 

○総務常任委員長（亀井源吉君） 全部適用という意見はかなり多く出ました。 

   それで、多くのこの公立病院が全部適用の適用を受けているということでありますが、三次

市の中央病院の場合、事務職員の給与等は市のほうが幾分持っているということもあって、黒

字にも貢献しているということで、当面は全部適用ではなくて一部適用をめざすという答弁が

ありました。しかし、長い将来には、やはりこの全部適用を視野に入れているという答弁もあ

ったと思います。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

○２２番（竹原孝剛君） この中央病院の公立病院のあり方として、第一義的に、先ほども言いま

したように、市民の命やその健康をしっかり守っていくということが第一義的ですから、経営

を全面に出すべきではないというふうに私は思うわけですけども、そのあたりの議論で全適が

県内でもたくさんということでありますが、大きな福山とか尾道とか呉とかいうような大きい

ところはまだ一部適用です。経営がよいよいけんようになったところが全適や独立法人にしよ

るという状況ですから、そういう視野、そういう議論もなされたのかどうなのか、お尋ねをし

たいと思います。 

   （総務常任委員長 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井総務常任委員長。 

○総務常任委員長（亀井源吉君） 当然そういう議論も行われております。また、市民の命を守る

というのは大前提でありますので、このほうも話が上がっておりますが、一部公立病院で全部

適用をしてない地域も、病院もあるということで、全部適用がいいのか、今の一部適用でよい

のか、これについては今後やはり議論するべきだと思っております。中央病院の医師の確保と

いうところにも、やはりこの議案の提案があったものと推測しております。 

○議長（沖原賢治君） ほかに。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） これをもって質疑を終わります。 

   これより討論を願います。 

   討論は、反対討論、賛成討論を交互にお願いをいたします。 

   まず、反対の討論を許します。 

   （１番 岡広小路君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 岡議員。 

○１番（ 岡広小路君） 私は、議案第25号三次市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例（案）に対して、反対の討論を行います。 



－232－ 

   本案には、先ほど質疑がありましたように、三次市職員の定年等に関する条例の一部改正案

も含まれており、病院長の定年を68歳とする条例改正が含まれておるものであります。 

   先ほどから議論もありますように、広島県内の自治体病院、いわゆる公立病院の全ては定年

が満65歳であり、なおかつ全国の病院の、そのほとんどが65歳定年を採用しております。これ

は地方自治法によって、いわゆる一般職は60歳、それから、病院の医師が65歳というような定

めがあって、地方自治法の中には、それぞれの地方自治体で条例改正ができるようにはなって

おりますが、著しく他の自治体とバランスを欠くことがないようにという注意書きがあるのも、

この地方自治法であります。 

   今回の中央病院の院長だけが68歳まで定年延長するということに関しては、その著しくバラ

ンスを欠くということや、整合性を欠くということにもなろうかと思います。他の自治体が65

歳までできちんと、やはり優秀な院長を確保しておるのに、なぜ中央病院だけが、その確保が

できないかというところも疑問に思えるところであります。 

   さらに、先ほど質問がありましたように、現在の中央病院の病院長自体が、既に３年前に定

年の65歳を迎え、特例措置として、その３年延長ということで、もうことし既に68歳を迎えら

れていて、さらに、これを定年を延長して、最高で言いますと、今後71歳まで勤務させるとい

う条例改正であり、これは著しくルールを無視したものであると言わざるを得ません。さらに、

予算決算常任委員会での説明員として院長が出席しないなど、その姿勢においても真摯な姿勢

で経営に当たられておるという感じが私どもは受け取っておりません。 

   先ほどからありますように、リーダーの一番の役割というのは後継者の育成であって、65歳

までに自分の後継者として次の後継者を育成するということ、さらには、そういった中央病院

としてふさわしいリーダーを育成していくというのは、行政としても当然行われるべきであろ

うかというふうに思います。 

   現在の中央病院の中にも優秀な先生は多数いらっしゃるというふうに私は理解をしておりま

すし、そういった観点から、本議案第25号には反対とするものであります。 

○議長（沖原賢治君） 次に賛成の討論を許します。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） これをもって討論を終わります。 

   これより議案第20号外10議案を採決をいたします。 

   初めに、反対討論のありました議案第25号三次市職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例（案）を採決をいたします。 

   本案は、反対討論がありましたので、起立により採決をいたします。 

   本案に対する委員長の報告は可決であります。 

   議案第25号は委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○議長（沖原賢治君） ありがとうございました。 

   起立多数であります。 
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   よって議案第25号三次市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（案）は委員長の

報告のとおり可決されました。 

   次に、議案第25号を除く議案第20号外９議案を一括採決をいたします。 

   議案10件に対する委員長の報告は可決であります。 

   お諮りいたします。 

   議案第20号外９議案は、委員長の報告のとおり決することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 異議なしと認めます。 

   よって議案第20号外９議案は委員長の報告のとおり可決されました。 

             ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第３ 教育民生常任委員長報告５件 

        議案第２１号 三次市三次地域交流館設置及び管理条例（案） 

        議案第２２号 三次市消費生活センターの組織及び運営に関する条例（案） 

        議案第２３号 三次市こども医療費支給条例（案） 

        議案第２４号 三次市こども医療費支給条例の施行に伴う関係条例の整備に関す 

               る条例（案） 

        議案第３２号 スポーツ・文化みよし夢基金条例の一部を改正する条例（案） 

○議長（沖原賢治君） 日程第３、議案第21号三次市三次地域交流館設置及び管理条例（案）外

４議案を一括議題といたします。 

   議案５件について教育民生常任委員長の報告を求めます。 

   （教育民生常任委員長 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 新家教育民生常任委員長。 

              〔教育民生常任委員長 新家良和君 登壇〕 

○教育民生常任委員長（新家良和君） 皆さんおはようございます。 

   教育民生常任委員長報告を行います。 

   今期定例会において教育民生常任委員会に審査付託となりました議案５件について、その審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

   本委員会では、去る３月３日に委員会を開催し、担当部長等の出席を求め、慎重に審査いた

しました。 

   議案第21号三次市三次地域交流館設置及び管理条例（案）外議案４件については、審査の結

果、いずれも全員一致をもって原案のとおり可決してよいものと決しました。 

   審査の過程において各委員から述べられた指摘及び意見について、その主なものを申し上げ

ます。 

   議案第21号三次市三次地域交流館設置及び管理条例（案）について、これまで我々が受けて

きたこの施設の設置目的等の説明は不十分であったと感じている。今後は、市民の誤解を招か

ないよう、管理運営方法も含めて、より精査した内容をもって、この施設の周知に努められた
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い。 

   また、今回の工事では改修されない建築当時の趣を残した西側の和室や２階部分の空間も生

かせる取組を検討されたい。 

   以上、申し述べました事項のほか、委員会審査において各委員から述べられた指摘及び意見

についても、今後十分に反映していただくよう要望し、委員長報告を終わります。 

○議長（沖原賢治君） ただいまの委員長報告に対する質疑を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 質疑なしと認めます。 

   討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 討論なしと認めます。 

   これより議案第21号外４議案を一括採決をいたします。 

   議案５件に対する委員長の報告は可決であります。 

   議案第21号外４議案は、委員長の報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第21号外４議案は委員長の報告のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第４ 産業建設常任委員長報告６件 

        議案第２８号 三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案） 

        議案第２９号 三次市リサイクルセンター設置及び管理条例の一部を改正する条 

               例（案） 

        議案第３０号 三次市整備浄化槽設置及び管理条例の一部を改正する条例（案） 

        議案第３１号 三次市特産物加工施設設置及び管理条例の一部を改正する条例 

               （案） 

        議案第３５号 市道路線の認定及び変更について 

        議案第３６号 工事委託契約の変更について 

○議長（沖原賢治君） 日程第４、議案第28号三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）

外５議案を一括議題といたします。 

   議案６件について産業建設常任委員長の報告を求めます。 

   （産業建設常任委員長 助木達夫君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 助木産業建設常任委員長。 

              〔産業建設常任委員長 助木達夫君 登壇〕 

○産業建設常任委員長（助木達夫君） 皆さんおはようございます。 

   それでは、産業建設常任委員長報告を行います。 

   今期定例会において産業建設常任委員会に審査付託となりました議案６件について、その審
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査の経過と結果を御報告申し上げます。 

   本委員会では、去る３月３日に委員会を開催し、担当部局長等の出席を求め、慎重に審査を

いたしました。 

   あわせて、市道三次155号線ほか５路線について、現地確認を実施をいたしました。 

   議案第28号三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）外５議案については、審査の

結果、いずれも全員一致をもって原案のとおり可決してよいものと決しました。 

   審査の過程において各委員から述べられた指摘及び意見について、その主なものを申し上げ

ます。 

   議案第36号工事委託契約の変更について、このたびの三次水質管理センターの増設工事及び

接続工事によって、平成29年度には汚水処理を終了する酒屋浄化センターの取り扱いについて、

三次市公共施設等総合管理計画（案）を念頭に、地元と十分な協議を経て対応されたい。 

   以上、述べました事項のほか、委員会審査において各委員から述べられた指摘及び意見につ

いても、今後十分に反映していただくよう要望し、委員長報告を終わります。 

○議長（沖原賢治君） ただいまの委員長報告に対する質疑を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 質疑なしと認めます。 

   討論を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 討論なしと認めます。 

   これより議案第28号外５議案を一括採決をいたします。 

   議案６件に対する委員長の報告は可決であります。 

   お諮りいたします。 

   議案第28号外５議案は、委員長の報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第28号外５議案は委員長の報告のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第５ 予算決算常任委員長報告１９件 

        議案第 １号 平成２８年度三次市一般会計予算（案） 

        議案第 ２号 平成２８年度三次市国民健康保険特別会計予算（案） 

        議案第 ３号 平成２８年度三次市診療所特別会計予算（案） 

        議案第 ４号 平成２８年度三次市介護保険特別会計予算（案） 

        議案第 ５号 平成２８年度三次市後期高齢者医療特別会計予算（案） 

        議案第 ６号 平成２８年度三次市土地取得特別会計予算（案） 

        議案第 ７号 平成２８年度三次市下水道事業特別会計予算（案） 

        議案第 ８号 平成２８年度三次市農業集落排水事業特別会計予算（案） 
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        議案第 ９号 平成２８年度三次市簡易水道事業特別会計予算（案） 

        議案第１０号 平成２８年度三次市病院事業会計予算（案） 

        議案第１１号 平成２８年度三次市水道事業会計予算（案） 

        議案第１２号 平成２７年度三次市一般会計補正予算（第４号）（案） 

        議案第１３号 平成２７年度三次市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

               （案） 

        議案第１４号 平成２７年度三次市診療所特別会計補正予算（第１号）（案） 

        議案第１５号 平成２７年度三次市介護保険特別会計補正予算（第２号）（案） 

        議案第１６号 平成２７年度三次市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

               （案） 

        議案第１７号 平成２７年度三次市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

               （案） 

        議案第１８号 平成２７年度三次市農業集落排水事業特別会計補正予算 

               （第１号）（案） 

        議案第１９号 平成２７年度三次市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

               （案） 

○議長（沖原賢治君）日程第５、議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）外18議案を一括

議題といたします。 

   議案19件について、予算決算常任委員長の報告を求めます。 

   （予算決算常任委員長 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 小田予算決算常任委員長。 

              〔予算決算常任委員長 小田伸次君 登壇〕 

○予算決算常任委員長（小田伸次君） 皆さんおはようございます。 

   今期定例会において予算決算常任委員会に審査付託となりました議案19件について、その審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

   本委員会では、去る３月７日から14日にわたり委員会を開催し、審査初日には、昨年度に続

き市長の出席を求め、会派代表による平成27年度予算に関する総括質疑を行いました。 

○議長（沖原賢治君） 28年。 

○予算決算常任委員長（小田伸次君） 失礼いたしました。平成28年度予算に関する総括質疑を行

いました。また、各議案の審査においては、担当部局長等の出席を求め、慎重に審査いたしま

した。 

   議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）については、審査の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決してよいものと決しました。 

   次に、議案第２号平成28年度三次市国民健康保険特別会計予算（案）外議案17件については、

審査の結果、いずれも全員一致をもって原案のとおり可決してよいものと決しました。 

   審査の過程において、各委員から述べられた指摘及び意見について、その主なものを申し上
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げます。 

   議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）については、１、住民自治組織や地域活動

への補助金等については、これまでの経緯やそれぞれの内容、その必要性を十分に加味したも

のでなくてはならない。今後も支援の目的や地域の実態などを十分に調査し、有意義な支援制

度とされたい。２、本市の財産である鵜飼いを多面的に支援し、伝統文化の継承に努められた

い。３、保育や給食現場における正規職員と臨時職員の比率解消に努められたい。 

   次に、議案第４号平成28年度三次市介護保険特別会計予算（案）について。１、幸せを実感

しながら、いつまでもこの地域で住み続けられるために、引き続き、関係機関の連携のもとで

の地域包括ケア体制の推進・充実を図られたい。 

   次に、議案第10号平成28年度三次市病院事業会計予算（案）について。１、安心・安全な医

療の提供や環境整備を図るため、外部評価については多角的な視点から行われるよう検討され

たい。 

   最後に、議案第11号平成28年度三次市水道事業会計予算（案）について。１、平成29年度の

簡易水道事業との統合を見据えて、水道事業の効率的な運営や安定的な経営を図るため、有収

率の改善を行うとともに、給水原価に見合った水道料金の設定について早期に示されたい。 

   以上述べました事項のほか、委員会審査において各委員から述べられた指摘及び意見につい

ても、今後、施策に十分に反映していただくよう要望し、委員長報告を終わります。 

○議長（沖原賢治君） ただいまの委員長報告に対する質疑は、予算決算常任委員会において既に

行われていますので、省略をいたします。 

   これより討論を行います。 

   討論は、反対討論、賛成討論を交互にお願いをいたします。 

   まず、反対の討論を許します。 

   （１番 岡広小路君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 岡議員。 

○１番（ 岡広小路君） 私は、議案第１号三次市一般会計予算（案）に反対の討論を行います。 

   昨日の予算決算常任委員会においても、その内容についてはお話をしましたので、繰り返し

になりますけれども、お許しをいただきたいと思います。 

   まず、反対の第１点は、今回の予算案が、行財政改革とはほど遠い、かけ離れたものになっ

ているという点であります。 

   管理職の退職勧奨を停止をし、退職年齢を職員全て60歳まで引き上げたことでありますとか、

職員の削減についても、もはや、その削減の必要なしという判断を下されたのが来年度になり

ます。類似規模の職員数と比べても、自治体と比べても、まだ合併時のことがありますから、

140名近くの職員数が多い現状。こういったところを見ても、人口が合併時よりも8,000人以上

減少しているということから鑑みても、行財政改革の観点から、職員数の削減等も含めて行財

政改革の徹底が必要であろうかと思いますが、その今回の新年度の予算案には、そういった行

財政改革の取組、徹底がなされておりません。 
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   さらに、個々の事業について数点申し上げたいと思いますけれども、まず第１点は、まちづ

くりセンター別館、旧隣保館を新しく地域集会所として建設するという内容のものでありまし

て、これは著しく他の地域との公平性を欠き、そのルールすら存在していない点からすると、

予算の内容について、事業の執行においても公平性など不明瞭な点が多いということがありま

す。 

   第２には、作木のカヌー公園への温浴施設建設に関しても、事業を着工しようとしているの

に、予算説明においてもいまだにその事業規模であるとか、観光客の集客の見通しであるとか、

収支計画、維持管理費などの詳細が明らかにされなかったこと。 

   第３には、三次市文化会館跡地の施設整備にしても、今現在の計画では、観光客等の多くの

集客は見込めないものであると想像でき、維持管理費も相当額が見込まれ、将来の三次市の施

設としても非常にお荷物になるのではないかと危惧する点。そういった点から、問題の多い予

算であると指摘せざるを得ません。 

   以上の観点から、本議案、議案第１号には反対の意思表示をさせていただくものであります。 

○議長（沖原賢治君） 次に賛成の討論を願います。 

   （18番 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井議員。 

○１８番（亀井源吉君） 議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）に賛成の立場で討論に

参加をさせていただきます。 

   この当初予算は、三次市総合計画に掲げた目指す町の姿である「しあわせを実感しながら、

住み続けたいまち」を実現するためのものであり、４つの挑戦を初めとした、さまざまな施策

が展開される挑戦型予算として編成されております。 

   この三次市総合計画に位置づける重要施策を積極的に実行していくための三次市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略が策定される中で、この28年度予算は、地方創生に取り組むための地

域創生元年に位置づけられるものであります。 

   この中の最も重要な柱は、人口減少、少子高齢化社会に挑戦することであろうかと思います。

定住促進、子育て支援、女性活躍支援といった具体的な施策を、中国横断自動車道尾道松江線

において、三次市が中国地方の結節点となることの拠点性を生かした事業を押し進める必要が

あります。 

   この予算には、教育の分野では小中学校学習環境整備事業や、暮らしの分野ではＪＲ三次駅

構内バリアフリー化施設整備事業や、みんなでつくる「新三次“藩”物語」プロジェクト事業

といった、拠点性を向上することにより、大変かかわり合いの深い大きな事業が盛り込まれて

おります。 

   そのほかにも、平成27年度の補正予算と一体的に実施する経済対策や生活に密着した事業な

どを、大変厳しい財政状況の中ではありますが、積極的に盛り込んだ予算となっております。

次世代に健全な財政を引き継ぐためにも、行財政改革を断固推進するとともに、プライマリー

バランスの黒字の堅持や基金の確保など、積極的に取り組む必要もあります。依然として厳し
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い財政状況ではありますが、積極的な事業の推進と堅実な財政運営を両立していいものと考え

ています。 

   三次市が、この平成28年度予算の執行に当たって、魅力ある三次となるよう今後とも努力さ

れることを望み、議会としても予算案を可決して、遅滞なく事業を遂行していくことが重要で

あることを踏まえ、賛成討論とさせていただきます。 

   終わります。 

○議長（沖原賢治君） ほかに。 

   （２番 須山敏夫君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 須山議員。 

○２番（須山敏夫君） 議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）に対し、賛成の立場で討

論を行います。 

   安倍首相は、みずからの経済政策であるアベノミクスの成果を自画自賛しておりますが、多

くの国民は、景気回復など、とても実感できないというのが今の実態であります。こうした状

況の中で消費税を８％に増税した影響がいまだ続いていると安倍首相自身が国会で認めていな

がら、来年４月からの10％への引き上げを強行しようとするなど、言語道断と言わざるを得ま

せん。 

   私は、今定例会の一般質問において、市民生活に対する、さらなる支援策の拡大・充実を求

めて質問を行いました。それはマイナス金利政策やＴＰＰへの前のめりの参加など、日本経済

を回復させるどころか、医療や介護など社会保障を後退させ、暮らしを破壊する制度の改悪な

ど、国民生活を苦境に追いやる政策ばかりが打ち出され、消費者、国民の懐を温める政策を何

一つとして打ち出せない政治に対し、このようなときにこそ、国の悪政から市民生活を守る防

波堤としての役割が地方自治体に課せられた何より優先される責務であると考えるからであり

ます。 

   新年度予算にはソフト事業として、いろいろな新規事業、拡充する事業等が盛り込まれてお

りますけれども、さらなる思い切った施策を望むものであります。どのような市民生活への支

援策を打ち出すかは、まさに政治的判断によるものであると思います。安心して暮らせる町、

三次、住んでよかったと言える三次のまちづくり、そして、ハード事業からソフト事業への方

向を強めていこうとする増田市政の真価が問われる課題であると思います。 

   さまざまな施策を講ずるためには、それなりの予算が伴うことは当然のことであり、問題は、

その財源をどこに求めるかであります。国に対し、さまざまな分野において財政支出を求めて

いくことは、これまで以上に行う必要があると同時に、市が保有している資産、基金を活用す

ることも避けるべきではないと考えます。 

   三次市には財政調整基金を初め、32の基金に約170億円の預金があります。この基金の一部

を取り崩したり、市債の早期償還金を少し減らして、例えば、国保税の引き下げや介護保険料

の軽減など、市民の皆さんの暮らしや商工業者の皆さん、農家の皆さん方の経営を守るために、

今こそ、これらに充てるべきではないかと考えます。 
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   新年度において、できるだけ早く市民生活を守るための思い切った施策をとられることを強

く求めて、賛成討論といたします。 

○議長（沖原賢治君） ほかに。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

○２２番（竹原孝剛君） 議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）に賛成の立場で討論に

参加をいたします。 

   377億8,000万円のこの予算が、市民のための予算となっているのかどうなのかということで

あります。という視点で見ると、数多く市民のための予算というのが上がっています。 

   例えば、ひとり親家庭の支援、高校生までの医療費の助成、入学支度金の給付、子供たちへ

の支援策の拡充など、多く評価できる予算となっていると思っております。これが、私から言

わせると、将来にわたる三次市のソフト事業の出発点としていただきたいというふうに思って

おります。そのことが将来、人口減が今起こっておりますけども、人口増につながるというこ

とになるのではないかなというふうに思っております。人口増があれば、将来へのそうした自

主財源の確保も十分できると、その真価を求めたいと思っております。 

   さらに２点目は、新規事業及び計画は93にも及んでおります。十分な執行体制で迅速に、こ

の事業、計画を行っていただきたいと思っております。人員の十分な確保をし、この事業に当

たられたいと要望をするものであります。 

   さらに最後に、人に優しく住みよいまちということで、平和記念事業予算が拡充を要望して

おりましたが、残念ながら、これについては前年並みということでありますが、やはり安心・

安全なまちづくりというのは、そうしたソフト面の充実が必要だろうというふうに思っており

ます。さらなる拡充を要望して、私の賛成討論といたします。 

○議長（沖原賢治君） ほかに討論ありますか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） これをもって討論を終わります。 

   これより議案第１号外18議案を採決をいたします。 

   初めに、反対討論のありました議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）を採決をい

たします。 

   本案は、反対討論がありましたので、起立により採決をいたします。 

   本案に対する委員長の報告は可決であります。 

   本案は委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○議長（沖原賢治君） ありがとうございます。 

   起立多数であります。 

   よって議案第１号平成28年度三次市一般会計予算（案）は委員長の報告のとおり可決されま

した。 
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   次に、議案第１号を除く議案第２号外17議案を一括採決をいたします。 

   議案18件に対する委員長の報告は可決であります。 

   お諮りいたします。 

   議案第２号外17議案は、委員長の報告のとおり決することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第２号外17議案は委員長の報告のとおり可決されました。 

             ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第６ 行財政改革調査特別委員長報告 

○議長（沖原賢治君） 日程第６、行財政改革調査特別委員長報告を議題といたします。 

   報告を求めます。 

   （行財政改革調査特別委員長 大森俊和君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 大森行財政改革調査特別委員長。 

              〔行財政改革調査特別委員長 大森俊和君 登壇〕 

○行財政改革調査特別委員長（大森俊和君） 行財政改革調査特別委員会の報告を行います。 

   行財政改革調査特別委員会における審査の経過と今後の行財政改革推進に対する意見につい

て申し上げます。 

   行財政改革調査特別委員会は、平成24年６月定例会において設置され、11人の委員による構

成で、これまで18回の委員会を開催いたしました。 

   委員会では、第２次三次市行財政改革大綱及び第２次三次市行財政改革推進計画の各取組項

目の効果・効率性を含め、その進捗状況の確認と、次期計画である平成26年度策定の第３次三

次市行財政改革大綱及び平成27年度策定の第３次三次市行財政改革推進計画について、実効性

や効果等について、担当部局長等の出席を求め、慎重に審査し、一定の指摘等を行ってまいり

ました。 

   この第３次推進計画は、市民、学識経験者や市議会からの意見も含め、48の取組項目の設定

や実施手法の検討がなされ、また、全職員の共通認識により計画を推進していくため研修会を

実施され、着実な実施を図られていることにつきまして、大いに評価をするところであります。 

   市の財政について歳入環境を見ますと、合併特例加算措置を講じた普通交付税の平成27年度

からの段階的縮減、あるいは、生産年齢人口の減少傾向に伴う税収減など厳しい現状であり、

限られた財源や資源を有効に使い、創意と工夫により市民満足度を高める施策を展開するため、

これまで以上の行財政改革推進の取組が必要と考えます。 

   これらの状況の中、委員会として、次のとおり意見を申し上げます。 

   １、「しあわせを実感しながら、住み続けたいまち」づくりを形成していくために、市民、

地域、企業、ＮＰＯ、議会などと連携し、補完し合いながら協働による行財政改革を推進され

たい。 

   ２、推進計画の進捗管理の徹底とＰＤＣＡの確実な実践により、取組項目の見直しも含め、
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着実な目標達成を図られたい。 

   ３、推進計画の内容や進捗状況等について、積極的に市民に対して数値データやグラフなど

を駆使し、視覚的にも工夫した、わかりやすい広報を実施するとともに、市民からの意見や提

案を聴取し、できるだけ計画推進に反映をされたい。 

   ４、費用対効果の意識を常に持ちながら、積極的に民間活力を導入し、民間委託や民営化に

よる現行サービスへの付加価値化や統合化を図り、一層の市民サービスの向上に努められたい。 

   ５、市民の視点に立った質の高い公共サービスを提供するため、みずから積極的に市民と対

話を行うとともに、地域等への市民協働活動にも参加する高いコミュニケーション能力や政策

形成能力を有する職員の養成に努められたい。 

   意見は、以上５項目でありますが、財源確保がさらに厳しくなることが予想される中で、こ

れまで以上に効果的で良質な市民サービスを提供できるシステムの構築を図り、市民生活の安

全・安心を基軸として、市民の多様なニーズをきめ細かく対応するよう、不断の決意を持って

行財政改革の推進に当たられることを切望いたします。 

   結びに、行財政改革の強力な推進に向け、市議会としても引き続き調査・研究していく必要

性があることを申し添え、行財政改革調査特別委員長報告といたします。 

   以上であります。 

○議長（沖原賢治君） 本件は報告のみといたします。 

             ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第７ 地方創生調査特別委員長報告 

○議長（沖原賢治君） 日程第７、地方創生調査特別委員長報告を議題といたします。 

   報告を求めます。 

   （地方創生調査特別委員長 亀井源吉君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 亀井地方創生調査特別委員長。 

              〔地方創生調査特別委員長 亀井源吉君 登壇〕 

○地方創生調査特別委員長（亀井源吉君） 三次市地方創生調査特別委員会は、本市の人口の将来

展望を示す三次市人口ビジョン、それを踏まえて、今後５年間に戦略的に取り組む施策を示す

三次市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定過程における調査検討を行うこと、あわせて、

この重要な取組に議会として積極的に政策提言すべく、平成27年６月定例会において、10名の

議員をもって設置したところであります。 

   これまで計７回の委員会を開催し、執行部から策定状況の説明を受けることに並行して、本

委員会としても地域に足を運ぶ中で、市民からいただいた意見や諸課題をもとに、「次は若者

への施策」、「Ｕターンのターゲットは子や孫たち」、「他の自治体をリードする多面的な子

育て支援」、「子供たちの夢を応援」、「新たな仕組みづくりで農林畜産業の担い手確保」、

「立地環境を生かした企業と人の呼び込み」を本市の創生キーワードとして各種取組をまとめ、

平成27年９月定例会で中間報告を行ったところでもあります。 

   執行部におかれましては、中間報告を真摯に受けとめていただき、総合戦略に可能な限り反
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映していただきました。また、平成28年度予算においても三次創生元年と位置づけられ、子育

て・教育、定住対策、観光・交流、農業施策を強く打ち出されるなど、地方創生に向けた積極

的な展開、編成がなされているものと評価するものであり、引き続き、全庁一体となって全力

で取り組んでいただけると期待をしております。 

   現在、本市は人口減少という厳しい現実に直面をしております。総合戦略に掲げられている

中でも、優先的に取り組むべき事項と捉える「ひとの創生」として、若い世代への結婚・出

産・子育ての総合的な支援、子供の成長に応じたきめ細やかな支援と負担軽減、三次独自の教

育を強固に推進されること、さらには、本市の拠点性や産業特性、創意を生かした地域経済の

活性化による「しごとの創生」・「まちの創生」へと展開していく必要があると考えます。 

   行政・議会・市民は、オール三次の名のもと、総合戦略を着実に実行することによって、三

次で生まれ育ち、働き、暮らすこと、さらには、三次に移住して暮らすことなど、人の還流を

促し、三次市人口ビジョンに掲げられている2030年の人口５万人を堅持しなければなりません。 

   このたびの改選で、本委員会における調査は一旦終了となります。これまで、三次市まち・

ひと・しごと創生市民会議を初め、この総合戦略の策定に携わられた全ての関係者に敬意を表

するとともに、今後の一層の取組、力強い実行力をもって、地域が潤い、全ての地域で多くの

子供たちの笑い声が響き、笑顔があふれる市民、家族が暮らす誇れるまち三次となるよう望み、

三次市地方創生調査特別委員長報告とさせていただきます。 

○議長（沖原賢治君） 本件は報告のみといたします。 

             ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第８ 報告第６号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

○議長（沖原賢治君） 日程第８、報告第６号専決処分の報告１件を議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   （副市長 高岡雅樹君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 高岡副市長。 

              〔副市長 高岡雅樹君 登壇〕 

○副市長（高岡雅樹君） ただいま御上程になりました報告第６号の報告１件について御説明申し

上げます。 

   報告第６号専決処分の報告について御説明申し上げます。 

   本件は、平成28年１月28日に、三次市布野町上布野1183番地３地先、市道上布野86号線の路

上で発生した公用車による物損事故につきまして、相手方と協議を行った結果、示談が調い、

その損害賠償額を地方自治法第180条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第

２項の規定に基づき御報告申し上げるものであります。 

○議長（沖原賢治君） 質疑を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 質疑なしと認めます。 

   ただいま議題となっております報告１件は、地方自治法に基づき指定された専決処分であり
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ます。先例により質疑のみといたします。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第９ 議案第４２号 三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることにつ 

              いて 

       議案第４３号 三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることにつ 

              いて 

       議案第４４号 三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることにつ 

              いて 

○議長（沖原賢治君） 日程第９、議案第42号から議案第44号三次市固定資産評価審査委員会委員

の選任の同意を求めることについてを一括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   （副市長 高岡雅樹君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 高岡副市長。 

              〔副市長 高岡雅樹君 登壇〕 

○副市長（高岡雅樹君） ただいま御上程になりました議案第42号から議案第44号までの議案３件

について、一括して御説明申し上げます。 

   最初に、議案第42号三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて

御説明申し上げます。 

   本案は、三次市固定資産評価審査委員会委員の升原行章氏の任期が平成28年４月29日をもっ

て満了することに伴い、新たに大坪義明氏を同委員に選任することについて、地方税法第423

条第３項の規定により市議会の同意を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は３年となっております。 

   次に、議案第43号三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて御

説明申し上げます。 

   本案は、三次市固定資産評価審査委員会委員の上岡和博氏の任期が平成28年４月29日をもっ

て満了することに伴い、新たに久竹悦子氏を同委員に選任することについて、地方税法第423

条第３項の規定により市議会の同意を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は３年となっております。 

   最後に、議案第44号三次市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて

御説明申し上げます。 

   本案は、三次市固定資産評価審査委員会委員の林 敬子氏の任期が平成28年４月29日をもっ

て満了することに伴い、新たに出羽一則氏を同委員に選任することについて、地方税法第423

条第３項の規定により市議会の同意を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は３年となっております。 

   以上、議案３件につきまして、よろしく御審議の上、御議決いただきますようお願い申し上

げます。 
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○議長（沖原賢治君）本案は、先例により質疑及び討論を省略し、直ちに採決をいたします。 

   まず、議案第42号についてお諮りいたします。 

   本案は同意することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第42号は同意することに決しました。 

   次に、議案第43号についてお諮りいたします。 

   本案は同意することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第43号は同意することに決しました。 

   次に、議案第44号についてお諮りいたします。 

   本案は同意することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第44号は同意することに決しました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１０ 議案第４５号 三次市公平委員会委員の選任の同意を求めることについて 

○議長（沖原賢治君） 日程第10、議案第45号三次市公平委員会委員の選任の同意を求めることに

ついてを議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   （副市長 高岡雅樹君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 高岡副市長。 

              〔副市長 高岡雅樹君 登壇〕 

○副市長（高岡雅樹君） ただいま御上程になりました議案第45号の議案１件について御説明申し

上げます。 

   議案第45号三次市公平委員会委員の選任の同意を求めることについて御説明申し上げます。 

   本案は、三次市公平委員会委員の古永雅則氏の任期が平成28年４月29日をもって満了するこ

とに伴い、引き続き同氏を同委員に選任することについて、地方公務員法第９条の２第２項の

規定により市議会の同意を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は４年となっております。 

   以上、議案１件につきまして、よろしく御審議の上、御議決いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（沖原賢治君）本案は、先例により質疑及び討論を省略し、直ちに採決をいたします。 

   お諮りいたします。 

   本案は同意することに御異議ありませんか。 
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              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第45号は同意することに決しました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１１ 議案第４６号 三次市公益通報審査会委員の委嘱の同意を求めることについて 

        議案第４７号 三次市公益通報審査会委員の委嘱の同意を求めることについて 

○議長（沖原賢治君） 日程第11、議案第46号及び議案第47号三次市公益通報審査会委員の委嘱の

同意を求めることについてを一括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   （副市長 高岡雅樹君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 高岡副市長。 

              〔副市長 高岡雅樹君 登壇〕 

○副市長（高岡雅樹君） ただいま御上程になりました議案第46号及び議案第47号の議案２件につ

いて、一括して御説明申し上げます。 

   最初に、議案第46号三次市公益通報審査会委員の委嘱の同意を求めることについて御説明申

し上げます。 

   本案は、三次市公益通報審査会委員の髙野隆行氏の任期が平成28年４月29日をもって満了す

ることに伴い、同氏を引き続き同委員に委嘱することについて、三次市における法令遵守の推

進等に関する条例第５条第３項の規定により市議会の同意を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は２年となっております。 

   次に、議案第47号三次市公益通報審査会委員の委嘱の同意を求めることについて御説明申し

上げます。 

   本案は、三次市公益通報審査会委員の大井睦子氏の任期が平成28年４月29日をもって満了す

ることに伴い、同氏を引き続き同委員に委嘱することについて、三次市における法令遵守の推

進等に関する条例第５条第３項の規定により市議会の同意を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は２年となっております。 

   以上、議案２件につきまして、よろしく御審議の上、御議決いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（沖原賢治君） 本案は、先例により質疑及び討論を省略し、直ちに採決をいたします。 

   まず、議案第46号について採決をいたします。 

   お諮りいたします。 

   本案は同意することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第46号は同意することに決しました。 

   次に、議案第47号について採決をいたします。 
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   お諮りいたします。 

   本案は同意することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第47号は同意することに決しました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１２ 議案第４８号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

        議案第４９号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

        議案第５０号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

○議長（沖原賢治君） 日程第12、議案第48号から議案第50号人権擁護委員の候補者の推薦につい

てを一括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   （副市長 高岡雅樹君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 高岡副市長。 

              〔副市長 高岡雅樹君 登壇〕 

○副市長（高岡雅樹君） ただいま御上程になりました議案第48号から議案第50号までの議案３件

について、一括して御説明申し上げます。 

   最初に、議案第48号人権擁護委員の候補者の推薦について御説明申し上げます。 

   本案は、三次市の区域における人権擁護委員の片山憲彦氏の任期が平成28年６月30日をもっ

て満了することに伴い、新たに佐々木芳則氏を同委員として法務大臣に推薦することについて、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により、市議会の意見を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は３年となっております。 

   次に、議案第49号人権擁護委員の候補者の推薦について御説明申し上げます。 

   本案は、三次市の区域における人権擁護委員の山根 勇氏の任期が平成28年６月30日をもっ

て満了することに伴い、引き続き同氏を同委員として法務大臣に推薦することについて、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により、市議会の意見を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は３年となっております。 

   最後に、議案第50号人権擁護委員の候補者の推薦について御説明申し上げます。 

   本案は、三次市の区域における人権擁護委員の小滝悦子氏の任期が平成28年６月30日をもっ

て満了することに伴い、新たに正廣千惠美氏を同委員として法務大臣に推薦することについて、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により、市議会の意見を求めようとするものであります。 

   なお、委員の任期は３年となっております。 

   以上、議案３件につきまして、よろしく御審議の上、御議決いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（沖原賢治君） 本件は、先例により質疑及び討論を省略し、直ちに採決をいたします。 

   まず、議案第48号についてお諮りいたします。 
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   本案は原案のとおり異議ないものと回答することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第48号は原案のとおり異議ないものと回答することに決しました。 

   次に、議案第49号についてお諮りいたします。 

   本案は原案のとおり異議ないものと回答することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第49号は原案のとおり異議ないものと回答することに決しました。 

   次に、議案第50号についてお諮りいたします。 

   本案は原案のとおり異議ないものと回答することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議案第50号は原案のとおり異議ないものと回答することに決しました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１３ 発議第２号 ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の合意内容についての情報公 

              開と国会における徹底的な検証・議論を求める意見書（案） 

○議長（沖原賢治君） 日程第13、発議第２号ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の合意内容に

ついての情報公開と国会における徹底的な検証・議論を求める意見書（案）を議題といたしま

す。 

   提案理由の説明を求めます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○１４番（林 千祐君） 皆さんおはようございます。 

   ただいま御上程となりました発議第２号について、提出者を代表して提案理由の説明を申し

上げます。 

   提出者は、大森俊和議員、久保井昭則議員、亀井源吉議員、宍戸 稔議員、杉原利明議員、

齊木 亨議員、桑田典章議員、小池拓司議員と私、林 千祐でございます。 

   本案は、地方自治法第99条及び三次市議会会議規則第14条の規定により提出するものでござ

います。 

   案文の朗読をもって提案理由の説明にかえさせていただきます。 

  発議第２号 

       ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の合意内容についての情報公 

       開と国会における徹底的な検証・議論を求める意見書（案） 
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 昨年10月５日、日本政府はＴＰＰ協定交渉において、参加12箇国による米国で開催された閣

僚会合で大筋合意した。協定が発効すれば世界のＧＤＰの約４割を占める巨大経済圏が生まれ

ることになるが、関税撤廃や大幅な関税引き下げによる我が国の国内農業への影響が懸念され

る。また、労働雇用形態や国民の健康、医療の質の確保、地方経済への影響、デフレへの懸

念、安全な食の担保など、真の消費者利益、国民利益、そして人口減少、少子高齢化という大

きな課題を抱える中山間地域への影響を含め、多角的な検証が必要である。 

 特に、交渉参加以来、国内では主食米から飼料用米への転作を誘導する一方で、米国からの

輸入米について特別枠を設け、牛肉や豚肉の輸入時の関税を大幅に引き下げるなど、合意内容

は中山間地域の農林畜産業に極めて大きな打撃となっている。 

 このことは、農産物の主要５品目の保護を求める国会議決を反故にしたことは否めないもの

と受け止めざるを得ない。これは、ＴＰＰ協定交渉自体が秘密交渉として進められ、国民が知

らないままに、暮らしに直結し国益に関する物事が決められていったことに起因するものであ

り、情報公開による国民的議論を求める国民の声に反するもので大変遺憾である。 

 ＴＰＰ協定は、国の形を変える可能性を大きくはらみ、次世代への責任に関わる協定である

ことから、十分な国民的議論を尽くした上で最終的に批准するか否かを決定すべきものであ

り、交渉経過と合意内容などの情報公開と国会での十分な審議が不可欠である。 

 よって、国においては、ＴＰＰ協定交渉の合意内容の詳細、附属文書を含めたものや影響等

について速やかに情報公開を行うとともに、早期に国会において十分な時間をかけ慎重に徹底

的な検証と議論を行うよう強く求める。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

   平成28年（2016年）３月15日 

                            三 次 市 議 会 

   以上でありますが、全員の御賛同をいただきますようお願いをいたしまして、提案理由の説

明といたします。 

○議長（沖原賢治君） 質疑を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 質疑なしと認めます。 

   討論を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 討論なしと認めます。 

   これより発議第２号を採決をいたします。 

   お諮りいたします。 

   本意見書案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 
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   よって発議第２号ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の合意内容についての情報公開と国

会における徹底的な検証・議論を求める意見書（案）は原案のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１４ 発議第３号 自転車事故による被害者救済制度の創設を求める意見書（案） 

○議長（沖原賢治君） 日程第14、発議第３号自転車事故による被害者救済制度の創設を求める意

見書（案）を議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○１４番（林 千祐君） ただいま御上程となりました発議第３号について、提出者を代表して提

案理由の説明を申し上げます。 

   提出者は、大森俊和議員、久保井昭則議員、亀井源吉議員、宍戸 稔議員、杉原利明議員、

齊木 亨議員、桑田典章議員、小池拓司議員と私、林 千祐でございます。 

   本案は、地方自治法第99条及び三次市議会会議規則第14条の規定により提出するものでござ

います。 

   案文の朗読をもって提案理由の説明にかえさせていただきます。 

  発議第３号 

       自転車事故による被害者救済制度の創設を求める意見書（案） 

 我が国では、車社会が到来した45年前、自転車の歩道走行という例外が認められ定着した。

近年、指摘される自転車のマナーの悪さの原点は、ここにあると言われている。 

 全国の交通事故死者は、2015年11月末現在では4,117人と、一昨年に比べ４人の微増となって

いる。その内訳では、歩行中及び自転車乗用中の死者が合わせて81人増加している。交通事故

の加害者が自動車等であれば、自賠責保険によりほぼ100％賠償されるが、自転車であれば被害

者を救済する制度が無い。そのため、重度の障害を負いながら補償が受けられない実態があ

る。 

 本市においては、昨年９月定例会において「三次市自転車の安全利用に関する条例」が全会

一致で可決、本年１月１日に施行され、保険加入の推進をうたっているが、全国的には保険の

加入率は20％程度と言われている。 

 政府においては、「第９次交通安全基本計画」において保険の加入を促進するとしている

が、どの省庁が責任を持ち、どのように実行するのか明確にしておらず、自動車損害賠償保障

法の政府保証制度に倣った制度も検討すべきである。 

 毎年度約1,000万台の自転車供給があり、防犯登録時などに１台100円の負担で年間約10億円

になる。死亡者や重度障害者に限定すれば、救済に十分な額になる。 

 道路交通の場で唯一放置されているこの種の被害者の救済を、すべての自転車利用者の負担に
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おいて図るべきである。また、環境に優しい乗り物として、2020年東京オリンピック・パラリ

ンピックに向け利用の機運も高まっている。 

 よって、政府におかれては、自転車の運行による事故被害者救済制度の法制化を行うよう強

く求める。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

   平成28年（2016年）３月15日 

                            三 次 市 議 会 

   以上でありますが、全員の御賛同をいただきますようお願いをいたしまして、提案理由の説

明といたします。 

○議長（沖原賢治君） 質疑を願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 質疑なしと認めます。 

   討論願います。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 討論なしと認めます。 

   これより発議第３号を採決いたします。 

   お諮りいたします。 

   本意見書案は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって発議第３号自転車事故による被害者救済制度の創設を求める意見書（案）は原案のと

おり可決されました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１５ 三次市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 

○議長（沖原賢治君） 日程第15、三次市選挙管理委員会委員及び補充員各４人の選挙を行います。 

   まず、選挙管理委員会委員について行います。 

   お諮りいたします。 

   選挙の方法については、地方自治法第118条の第２項により指名推選によりたいと思います。

これに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって選挙の方法は指名推選によることに決定をいたしました。 

   お諮りいたします。 

   指名の方法については、議長において指名することにしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 
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              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 異議なしと認めます。 

   よって議長において指名することに決定をいたしました。 

   三次市選挙管理委員会委員に、上志和地町深水正道氏、三良坂町灰塚今井純子氏、甲奴町梶

田向井敏洋氏、布野町上布野檜高基滿氏を指名したいと思います。 

   お諮りいたします。 

   ただいま議長において指名いたしました以上の４人を三次市選挙管理委員会委員の当選人と

定めることに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よってただいま指名いたしました深水正道氏、今井純子氏、向井敏洋氏、檜高基滿氏が三次

市選挙管理委員会委員に当選をされました。 

   次に、三次市選挙管理委員会委員の補充員について行います。 

   お諮りいたします。 

   選挙の方法については、地方自治法第118条第２項により指名推選にしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって選挙の方法は指名推選によることに決定をいたしました。 

   お諮りいたします。 

   指名の方法については、議長において指名することにしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よって議長において指名することに決定をいたしました。 

   三次市選挙管理委員会委員の補充員に、順位１位、布野町下布野山本昭信氏、順位２位、作

木町光守甲亀崎美紀氏、順位３位、吉舎町敷地中野誠二氏、順位４位、三和町羽出庭辰川 猛

氏を指名したいと思います。 

   お諮りいたします。 

   ただいま議長において指名いたしました以上の４人を三次市選挙管理委員会委員の補充員の

当選人と定めることに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖原賢治君） 御異議なしと認めます。 

   よってただいま指名いたしました順位１位山本昭信氏、順位２位亀崎美紀氏、順位３位中野

誠二氏、順位４位辰川 猛氏が三次市選挙管理委員会委員の補充員に当選をされました。 

   以上で今期定例会に付議された事件の審議は全て終了いたしました。 
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   ここで市長から挨拶がありますので、増田市長、お願いをいたします。 

   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 増田市長。 

○市長（増田和俊君） ３月定例会の閉会に当たりまして、お礼を兼ねて、一言御挨拶を申し上げ

させていただきます。 

   去る２月26日に開会しました本定例会では、19日間にわたり、執行部より提出しました一般

会計ほか10会計の平成28年度予算を含め、50議案につきまして御審議、御可決をいただけまし

たことに対し、改めて厚く御礼を申し上げたいと思います。 

   また、本会議、あるいは、委員会において賜りましたさまざまな御意見につきましては、今

後の予算執行に当たり、議会との連携が重要であると考えておりますので、全員協議会、各委

員会などで、さらに御審議もいただきながら、円滑な執行に努力をしていく所存でございます。 

   なお、新年度の新規事業でありますＪＲ三江線市民利用促進事業につきましては、早速、あ

す16日に住民自治組織、経済団体、行政による実行委員会を設立し、三江線を利用したツアー

の実施や学校行事での利用促進など、取組を新年度早々に進めてまいります。 

   また、地方創生加速化交付金につきましては、３月補正予算にて6,204万9,000円の交付金を

見込んでおりますが、国において、３月中旬に対象事業の決定が予定されているものの、現時

点ではまだ示されておりません。 

   しかしながら、総合戦略に掲げる観光プロモーション事業、三次版ＤＭＯ事業、三次～広島

空港間アクセスバス社会実験事業、町家再生創造拠点化事業、三次まちごとまるごと博物館事

業につきましては、採択の有無にもかかわらず、新年度これらの地方創生の取組を積極的に展

開し、事業採択が決定した場合には、本交付金を有効に活用していく考えでございます。 

   最後に、議員各位におかれましては、任期もいよいよ間近に迫り、皆さんと、この議場でお

会いすることも恐らく本日が最後になるかと思いますが、皆様の４年間にわたる御尽力に改め

て深く敬意を表します。 

   また、沖原議長さんにおかれましては、合併前の三和町において議員となられ、今期まで

８期32年にわたり、町民の皆さんのために、市民の皆さんのために御活躍をされました。特に、

合併直前には議長として新市誕生に御尽力いただき、また、合併後の新三次においては、副議

長、議長を歴任され、是々非々の立場で、私どもとともに新三次市を築いてこられました。こ

のたび任期満了をもって勇退されるとお聞きしておりますが、御健康には十分御留意され、今

後とも御指導をいただきますようお願いを申し上げます。ありがとうございました。 

   また、同じく今期限りで御勇退とお聞きしております平岡議員、林議員、國岡議員、伊達議

員、久保井議員、須山議員におかれましては、先般、本会議並びに予算委員会におきまして、

それぞれお礼を申し上げさせていただきましたが、長くは23年余、短い方でも約10年にわたっ

て御尽力をされ、三次市の発展に多大なる御貢献をいただきました。 

   時を同じくしてまちづくりに携わった者としまして、重ねて敬意を表しますとともに、一抹

の寂しさも感じるところでございますが、今後とも在任中と変わることなく御指導、お力添え
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を賜りますようお願い申し上げ、閉会に当たっての御挨拶をさせていただきます。本当にあり

がとうございました。 

○議長（沖原賢治君） 平成28年３月三次市議会定例会の閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し

上げます。 

   議員各位におかれましては、２月26日以来19日間にわたり、終始熱心に御審議をいただき、

本日滞りなく、平成28年度予算を初め、多くの重要案件の審議が終了いたしました。このこと

につきまして、議長といたしまして深くお礼を申し上げます。 

   成立いたしました各議案については、今後適切な執行を進められ、市政の発展に一層御尽力

を尽くされますようお願いをいたすところでございます。 

   議員各位におかれましては、次期選挙も近づいてまいりましたが、どうかくれぐれも御自愛

の上、御奮闘されますよう念願する次第であります。また、次期選挙に立候補されない各議員

におかれましては、今後ますますの御活躍と御健勝を御祈念申し上げますとともに、三次市発

展のために御指導、御尽力いただきますよう心からお願いを申し上げます。 

   簡単でありますが、閉会に当たっての御挨拶とさせていただきます。 

   これで平成28年３月三次市議会定例会を閉会をいたします。 

   皆さん大変長い間、御苦労さまでした。 

           ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ――閉会 午前１１時３７分―― 
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